中学校2年生第4セッション授業台本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5/6

2年生　第4セッション

相方って大事だよ！
所要時間
50分

目的
１．自分1人では上手く自己成長の４ステップを活用できないとき、パートナーを設けることに意義があることを体験させる。

２．その体験から、パートナーには自分が“信頼”を寄せられる相手が望ましいことに気付かせる。
準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「④この計画は1人でできるか」)
□模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」

□ポスター「2年生ピアの目標」

　　　　　　　（第１セッションポスター）

□掲示用プリントＡ「あなたがたした自分との約束」
□掲示用プリントＢ「あなたがたした自分との約束バージョン2」
□プリントＡ①「アドバイスを聞こうバージョン1」（生徒半数, A4）
□プリントＢ①「アドバイスを聞こうバージョン2」（生徒半数, A4）

□プリントＡ②「パートナー質問表1」（生徒半数, A4）

□プリントＢ②「パートナー質問表2」（生徒半数, A4）

□第4回まとめプリント（生徒数, 第4回振り返り用紙と両面印刷）
□第4回振り返り用紙（生徒数, 第4回まとめプリントと両面印刷）　

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□中学校2年生ピアピア新聞4号（生徒数）
生徒の持ち物
□ピア・サポート・ファイル
□筆記用具
	活動項目
(所要時間/

累積時間：分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(2分)

	ピア･サポートの言葉・2年生の目標の復習(2/2)


	1．目標の確認
· 今日は「ピア・サポート」の4回目、2年生最後のピア･サポートの授業です。
· いつものようにピア・サポート意味と、大切にしなくてはならない2つのこととはここに掲示しました。
· 2年生のピア・サポートでは「セルフ・コントロール」をテーマとして学習を進めてきましたが、全体的な授業の目標は何でしたか？
· はい、そうです。みんなでポスターを読みましょう。

→（一斉に音読させる）「自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！」
· 前の授業では、自分と向き合って管理する“自己成長のための4ステップ”に取り組んだけれど、それがうまくいかないときの、見直しポイントとして4つのことを学習しました。

· その4つ目、最後のポイントを覚えていますか？

· それは「その計画は一人でできるかどうかを見直す」ということでした。

· セルフ・コントロールは、自己管理ということですから、自分が自分と向き合って行うものです。けれど、そんな目標に向かって取り組む自分をそばで適切に導いてくれるパートナーがいたら、それはときにとても有効になることがあります。

· 自分がどうしてもできるようになりたくて、自分なりには結構頑張ったつもりなのに上手くいかないという悩みを抱えたときには、あえてパートナーを探しましょう。もっと頑張れることでしょう。

	「自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！」
　　　　　
	●(あらかじめ掲示)フラッシュカード｢ピア･サポート｣｢仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う｣｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣

●（あらかじめ掲示）ポスター「2年生ピアの目標」
●フラッシュカード「④この計画は一人でできるか」

◇フラッシュカード掲示

◇「パートナーを作ろう」板書

	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/3)
	1．今日のテーマと目標の説明
· というわけで、今日の授業のテーマと目標を発表します。
テーマ：「相方って大事だよ！」

目標：「時には人の手を借りるのもよいことを知ろう。」
2．今日の学習の流れの説明
· これから今日の学習の流れを説明します。①「復習」は終わり、今は②「今日の学習の説明」をしています。

· これから、③活動「相方は大事」に進みます。今日はパートナーを持つことの意義を体験してもらいます。そして、最後にパートナーというのは、自分にとってどんな人がよいのか？ということを考えてみます。
· それから、いつものように④「まとめ」をして、⑤「振り返り用紙」に感想を書いて、終わりになります。


	
	●（あらかじめ掲示）模造紙①「授業のテーマ・目標・学習の流れ」



	3.活動「相方は大事」(37分)

	ロールプレイ１（15/18）
ロールプレイ2（13/31）

全体シェアリング（7/38）

まとめ（2/40）


	1．1回目の体験「体が硬いので柔らかくしたい子」とパートナーの支援
・今日はこれから、2人組で活動をします。

・役割は、自己成長のための4ステップをしたけれど上手くいかない人と、その人の相談役の敏腕パートナーという役です。
・1回目は体が硬いので柔らかくしたいという人と、その悩みにつき合うパートナーです。

・では、始めに2人組を作りましょう。
→以下、活動の手順（活動時は、照れてふざけないよう声かけをしておくとよい）。

手順1．２人組を作る。

手順2．役割ごとにプリントを配付。

手順3．現在の“自分との約束”を黒板に提示して全体で確認をする。

手順4．指導者と補助者によるモデル提示する（途中まで、実際にロールプレイの方法を示すとよい）。

手順5．生徒同士の体験（悩みを持っている役が、相談役のアドバイスを聞いて新しい約束を書き取る）。

＊パートナー役のセリフは決まっているが、自由にアドバイスできる生徒であれば質問表は使用しなくても構わない。生徒の実態に合わせて変更すること。

手順6．再考した自己契約を発表する。

・どうでしたか？パートナーのアドバイスを聞いて、なるほどと思ったり、役に立ったと思ったりしましたか？

2．1回目の体験「部屋を片付けられない散らかし屋」とパートナーの支援
· では、役割を交代して2回目を行います。
· 今度は、部屋を片づけられないという悩みを持つ人とその人にアドバイスをするパートナー役です。

→以下、同様の手順で行う。＊モデル提示は不要。
手順1．２人組の役割を交代する。

手順2．役割ごとにプリントを配付。

手順3．現在の“自分との約束”を黒板に提示して全体で確認をする。

手順4. 生徒同士の体験（悩みを持っている役が、相談役のアドバイスを聞いて新しい約束を書き取る）。

手順5．再考した自己契約を発表する。

・それでは、体験はここまでにしましょう。みなさん、役になってよくできました。
3．全体シェアリング
・では、今の体験を振り返っていきましょう。

→生徒への発問
○ パートナーからのアドバイスを受けることができましたか。

○ 相手がどんな雰囲気だと、パートナーだと感じられるでしょうか。

○ パートナーがいると感じられたら、どんな気持ちになれるでしょうか。

・では、今日最後の質問です。自分にとって、ものすごく切実な悩みがあり、それを何とかしようと自分自身でも頑張ってみたけれど、どうしてもうまくいかないとき、

○ そんな自分にとってパートナーはどんな人がよいだろう？

· どんなパートナーでも、共通して必要なものは何だろう？
4．まとめ
・いろいろな意見がありましたね。自分にとってどんな人がよいか？と言うことなのでそれで構いません。

　

・しかし、とにかく共通していることはパートナーと自分との間に「信頼関係」があることです。信頼できない人のアドバイスは、素直に聞くことができないでしょう。
・ただ、この信頼関係というのは、始めからあるものだとは限りません。その相手と付き合っていくうちに自然にできるものです。もちろん、出会ったそのときからこの人を信じてみよう！と始まる関係もあるかもしれませんが…。

· 大事なことは、自分が成長していくためには、もちろん自分が頑張らなくてはならないけれど、それをよりスムーズに、より楽しみながら行うために、支えてくれるパートナーを置くことはよいことであるということを知っておくことです。
· そんなパートナーに出会うためには、やっぱり自分が目標に向かって取り組もうという真摯な姿を示すことが大切になるのです。

· 人は、一人で成長するわけではありません。いろいろな人に支えられ、そして自分も誰かを支えながら、お互いに成長していきましょう。

	2人組を作る
プリントを受け取り、目を通す
体験する
発表する
プリントを受け取り、目を通す

体験する

発表する

「できた」

「やさしい」「親身になってくれる」
「嬉しい」「安心する」

「親しい人」「真面目に考えてくれる人」「自分にない考えを持っている人」「自分と似た考えの人（話しやすいから）」「面白い人・励ましてくれる人」「その分野に詳しい人」

	●プリントＡ①「アドバイスを聞こうバージョン1」プリントＡ②「パートナー質問表1」
◇プリント配付
●掲示用プリントＡ「あなたがたした自分との約束」
◇掲示用プリント提示

◇板書
●プリントＢ①「アドバイスを聞こうバージョン2」Ｂ②「パートナー質問表2」

◇プリント配付

●掲示用プリントＢ「あなたがたした自分との約束」
◇掲示用プリント提示

◇板書
◇板書

◇「信頼関係」板書



	4.まとめ(5分)

	まとめ(5/45)


	· それでは今日の授業の「まとめ」をします。「第4回プリント」を配ります。配られたら名前を書いて、空欄に入る言葉を考えて待っています。
→まとめプリントを読み上げながら、全体で空欄にキーワードを埋めていき、授業のまとめを行う。

· これで、中学校２年生のピア・サポートの授業はお終いです。

· まだまだ自分で自分を管理することがうまくいかないこともあるでしょう。けれど、それで立ち止まらず、少しずつでよいので、前に進めるようこの学習を頭の片隅に入れておきましょう。少しずつの前進が、振り返ったときには、大きな前進になっていることでしょう。


	プリント記入
	●第4回まとめプリント/第4回振り返り用紙
◇プリントの配付



	5.振り返り用紙の記入(5分)

	配付と記入と回収 (5/50)
	· 最後に振り返り用紙に、この授業を振り返ってみての感想や考えを書きます。まとめプリントを裏返しましょう。


	振り返り用紙記入、提出
	◇第4回まとめプリント/第4回振り返り用紙回収 
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板書計画(案)
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＊あらかじめ黒板外に掲示




















　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　→　パートナーを作ろう！


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パートナーは


どんな人がよいか？





　　　　　　　　　　　　　　　新しい約束板書　　　　　　　　　新しい約束板書





信頼関係





自分と向き合い、


自分を管理できるようになろう！
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